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新しい年度が始まりました！
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「上石津町牧田川の桜」 撮影｜若林咲良、星野 宏

文部科学省平成28年度「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業」

今年度の主なCOC+の取組み予定

昨年度参加した学生からはどの企画も学
びと成長、そして新しいつながりができ
たと感想の声が上がっています。今年度
も岐阜COC+参加の他大学と連携して、
様々な企画を考えています。右記に挙げ
た取り組みは、あくまでも全体の事業の
中で一部でしかありません。また、皆さ
んから相談・提案いただく企画も形にし
て一緒に取り組めればと思います。岐阜
県で活躍できる人財を目指してCOC+の
活動を活用しましょう

齋藤副学長[就職担当]から
学生へメッセージ

日本福祉大学は地域をフィールドとした
学習の歴史が長く、現在も知多半島を
フィールドとした学習活動が行われてお
り、実績があります。 COC+事業では、
大学のコンセプト「地域に根ざし、世界
を目ざす『ふくしの総合大学』」のもと、
地域を知多半島から岐阜県に拡大し、学
びを深めていく取り組み。大学にとって
も皆さんにとっても、大変良い事業だと
考えております。大学生活は何もしなけ
れば、それはそれで過ぎていくとは思い
ます。しかし、そのような4年間でいい
でしょうか。大学には正課の講義以外に
も多くの学びがあります。自らが「やろ
う！」「学ぼう！」という意識を持って
行動すれば、活用できる資源が山ほどあ
ります。その一つがこのCOC+事業です。

事業を通じて、他大学の学生や地域の方
など、様々な人たちとの交流をし、より
多くの刺激を受けて欲しい。自分とは違
う見方や考え方の人と接することで、自
らの幅が広がり、学生生活は大きく変化
していきます。また、目の前の少しだけ
高いハードルを越える体験、いわゆる成
功体験を積み重ねることで、社会に出て
から、どんなことにも挑戦していける自
信が身につきます。その経験をすること
もCOC+事業を活用できるのではないで
しょうか。今、世の中は大きく変わって
います。その変化の時代に対応できる人
財を目指し、目の前の就職の事だけでは
なく、10年後、30歳を過ぎて自分が何
をしているか、どんな仕事をしていくの
かを思い描いてみてください。

齋藤真左樹副学長[就職担当]
福島県いわき市出身。大学卒業後、旅行
会社、情報通信会社を経て本学へ入職し
25年。音楽や映画鑑賞を楽しみ、ライブ
ハウスへは年間30回、映画館へは多い時
で年間50回は足を運ぶ。

4 125 6 7 8 9 10 11
企
業
見
学
会
i
n
飛
騨
地
区

2
年
生
全
員
面
談
開
始

新
年
度
開
始

企
業
見
学
会
i
n
中
濃
地
区

長
期
イ
ン
ター
ン
シ
ッ
プ
説
明
会

企
業
見
学
会
i
n
各
務
原
地
区

本
学
独
自
企
画

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
i
n
西
濃
地
域

本
学
独
自
企
画

本
学
独
自
企
画

企
業
見
学
会

成
果
報
告
会

【平成29年度COC+事業の主な取組予定（年内まで）】



岐阜県人会の活動

平成29年4月3日に岐阜県人会第3回目の
交流会と新入生の顔合わせ会を行いまし
た。交流会は、岐阜の福祉法人が作って
いるかりんとうを食べながら、今年どん
な活動を行っていくかを話し合いました。
新入生の顔合わせ会への参加は初めて
だったため、何人集まるのか、どんな雰
囲気なのか心配でしたが、始まってみる
と座る場所が足りないほど新入生が集
まってくれました。早速、隣り合った同
郷同士、連絡先を交換してつながってい
く姿を見ていると、県人会という一つの
出会いのきっかけが大学生活の良いス
タートになればと思います。昨年は交流

会を行っただけでしたが、今年は、学園
祭での岐阜名産店や、岐阜の地域活動に
も参加して、学内だけではなく、学外で
のつながりも広げていく計画です。関心
がある方は、ぜひ活動に参加して岐阜を
楽しんでいきましょう。

＜東海キャンパス＞
火・水・木曜日 10：00～18：00
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0562-39-3811
担当 ：就業支援コーディネータ：星野

＜美浜キャンパス＞
月〜金曜日 9：30～17：30
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0569-87-2321
担当 ：就業支援コーディネータ：小西

岐阜での就職に関する情報が満載

『岐阜キャリア相談コーナー』

平成30年卒就職活動開始

岐阜合同企業説明会開催！
平成29年3月27日[月]に岐阜県内の優良
企業99社が一堂に会した合同企業説明会
が開催されました。昨年までのUターン
就職決定者を見ても、優良地元企業と出
会うために、地元に特化した合同企業説
明会へ参加は大変有効になっています。
今後も岐阜の企業展はいくつか予定され
ています。地元就職を考えている方は情
報を見つけてぜひ参加してみましょう。

【参加学生の声】
・都心で行われる説明会では出会えない
企業と出会うことができた。・地元で自
分が働きたいと思う企業がありとても良
かった。・じっくりと企業の方と話をす
ることができて、企業の理解が深まっ
た。・第一希望になる企業が見つかっ
た。・自分が聞きたいと思う企業全ての
話を聴くことができた。

【COC+通信WEB】

その他のご案内
COC+通信Web

COC+では、事業広報のために、毎月発
行のCOC+通信だけではなく、リアルタ
イムに情報をお届けする公式ブログ
「COC+通信Web」を運用しています。
ブログでは、各イベントのより詳細な活
動状況や、参加された学生の声、写真も
多く掲載しています。
今後も情報の発信を
行っていきますので、
ブログもぜひご覧く
ださい。

サマースクール2016冊子完成

平成28年9月7日～9日に開催した参加
大学共通プログラム「サマースクールin
東濃」の報告書が冊子になりました。
活動内容や当日のスケジュールに加え、
関係企業・行政担当者様からのコメント、
参加学生の感想、アンケートなど、これ
1冊でサマースクールの全容が理解でき
るわかりやすい内容になっています。サ
マースクールは毎年開催！今年は9月5日
～7日を予定しています。詳細は5月頃か
ら案内しますので
お楽しみに！サマ
ースクールに関心
がある方は、岐阜
キャリア相談コー
ナーまで問い合わ
せください。

岐阜キャリア相談コーナー美浜のご案内

美浜キャンパスでは、平成28年4月から
全学教育センター内で平日[キャンパス
閉鎖期間を除く ]の 9:30〜17:30まで
COC+に関する個別の相談対応が可能に
なりました。今後、資料も配置して充実
させてまいります。東海キャンパスに設
置している岐阜キャリア相談コーナーは、
今年度も基本は火・水・木の週3日開設
しています。ぜひ、お時間がある時に、
一度足を運んでみてください。

岐阜県人会では、一緒に岐阜県
を盛り上げてくれる学生を募集
しています。登録いただくと
様々なイベント情報や、岐阜県
の情報を発信していきます。イ
ベントの参加だけ！企画運営を
していきたい！自由に活動に参
加いただけます。
登録はフォーム
または、以下ア
ドレスへご連絡
ください

gifuplus@ml.n-fukushi.ac.jp
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岐阜のフィールドで活躍！

発行：日本福祉大学全学教育センター
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「高山祭屋台の総曳き揃え」 撮影｜町野紗希衣

文部科学省平成28年度「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業」

COC+美浜コーディネータ着任

平成29年4月1日、美浜キャンパス岐阜
キャリア相談コーナーが新しくなりまし
た。昨年まではキャリア開発課内でした
が、4月から全学教育センターラウンジ
に月～金曜日までコーディネータが駐在。
岐阜資料コーナーもキャリア面談室前か
らラウンジに移動中です。東海キャンパ
スの資料コーナーも岐阜の企業や法人の
情報だけでなく、岐阜の魅力がわかる観
光資料まで幅広く取り揃えています。地
元就職を考えている方、岐阜についての
情報が欲し方はどんどん活用ください！

[新任Coからご挨拶]
地域連携コーディネータの小西です。４
月から美浜キャンパスを拠点にCOC＋事
業の推進をしています。私は大学卒業後、
総合人材サービス会社を経て、前職では
新卒応援ハローワークで学生や外国人留
学生の就職支援を行っていました。岐阜
県は自然豊かで美味しい食べ物や郡上踊
りなど、楽しみがたくさんある魅力的な
県です。学生生活が有意義な時間になる
よう、この事業を通してたくさんの人の
輪をつなぎ岐阜県を盛り上げていきま

しょう！美浜キャンパスの全学教育セン
ターにいますので、気軽にお越しくだ
さい！お待ちしています！

高山長期インターン＆フィールドワーク

平成29年4月12日、国際福祉開発学部の
町野紗希衣[まちのさきえ]さんが高山市
内の特定非営利活動法人まちづくりス
ポット（以下、まちスポ）にて1ヶ月を
超えるフィールドワーク＆インターン
シップを開始しました。昨年のワーキン
グホリデーで高山と出会い、新しい挑戦
の場として、再び高山へ。インターン
シップ生として、NPO法人の運営や仕

事、役割を学びながら、まちスポが地域
や他団体、地域住民とどのようにつな
がっているかを調査するフィールドワー
クを同時に進めています。また、高山で
は地域の方によって様々な集まりやイベ
ントが開催されており、そこに参加しな
がら地域の方とのつながりを作り高山の
地域性も学んでいます。毎日の様子をま
ちスポのFacebookに投稿してくれてい
ますが、日々学びが多く、大変充実して
いる様子が伝わってきます。現在高山に
は、町野さん以外に全国から2名の大学
生が、インターンシップ生として、別の
企業へ別のミッションを遂行するために
やってきています。その3人が接点を
もって、何か新しい企画を考えている様
子。来月、ふたまわり以上成長して大学

に帰ってくる町野さんの姿を楽しみに、
皆さんも応援しましょう！活動の様子は、
COC+Web通信でも随時配信しています。

【まちスポFacebook】



＜東海キャンパス＞
火・水・木曜日 10：00～18：00
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0562-39-3811
担当 ：就業支援コーディネータ：星野

＜美浜キャンパス＞
月〜金曜日 9：30～17：30
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0569-87-2321
担当 ：就業支援コーディネータ：小西

岐阜での就職に関する情報が満載

『岐阜キャリア相談コーナー』

今後のイベントご案内

Q地元の魅力は？

「地元の人たちの顔がわかる関
係性です。新しい方や知らない
車が止まっていたらすぐにわか
ります。私もそうですが、地元
で暮らす方たちに、ずっと成長
を見てもらえてる安心感があり
ます。人の良さは何事にも代え
られないですね。将来も郡上で
暮らしたいです。また、自然も
好きです。特に夏は川遊びがで
きることが魅力です。郡上の人
は、みなさん飛び込める場所を
探していますよ（笑）」

Q大学生活はどうですか？

「楽しんでいます！講義の間に
友だちと話したり、ご飯を食べ
たり。講義は3年生になって、
より専門的な内容になってきま
した。もともと、地元で暮らす
人たちのために何かできればと
思い福祉分野を選び、中でも児
童福祉に関心があったので、難
しいけど、より、自分が学びた
かったことに近づいてきている
感じがします。あとは岐阜県人
会の活動もやっていきたいで
す！新入生がたくさん顔合わせ

会にきてくれたのには驚きまし
た。学園祭での模擬店を成功さ
せることが目標です。」

Q将来の夢は？

「岐阜県内の児童養護施設で働
きたいです。先日も取材に行き、
働くイメージがなんとなくでき
てきました。大変そうだけど、
子どもたちと一緒に生活し、成
長していくこと
は大きなやりが
いになりそうだ
と思います。

今年度の岐阜出身学生

ワーキングホリデーin飛騨高山

夏秋トマトの大産地、飛騨高山での農業
体験インターンシップ！全国から集まる
学生仲間と、1週間シェアハウスで共に
生活しながら農業を体験するプログラム
です。農業の合間に高山観光があったり、
日程によっては、地元の夏祭りや、高山

の若者との交流会等のイベントがありま
す。この夏、新しい挑戦をしたい方はぜ
ひご参加ください！◆体験内容｜トマト
等の収穫作業及び管理作業など◆日程｜
平成29年8月1日～9月30日の内7日間◆
体験先｜飛騨高山受け入れ農家組合◆宿
泊施設｜あり、2人1部屋[シェアハウ
ス]◆食事｜自炊[食事手当、飛騨牛等食。

岐阜オレンジリボンたすきリレー

児童虐待防止キャンペーンのオレンジリ
ボンタスキリレーが今年も開催されます。
子どもたちの笑顔を守りたいという願い
を込め、岐阜県内3つのコースをチーム
での駅伝形式で走破し、オレンジのたす
きをつないでいきます。実行委員には本
学の卒業生が多数関わっており、今年は、
日本福祉大チームでの出場を目指します。
申込等詳細は今後ご案内いたします。関
心 が あ る 方 は 、 gifuinfo@ml.n-
fukushi.ac.jpまでご連絡ください。◆日
程｜平成29年10月29日[日]◆場所｜岐阜
県内◆主催｜岐阜オレンジリボンたすき
リレー実行委員会【チラシ】

材提供あり]◆交通費
｜高山までの往復交
通費 1万円まで支給
◆詳細や申込方法に
ついてはチラシをご
らんください

新しい仲間が加わりました

新年度がはじまり、新たに104名の岐阜
出身学生が本学に入学しました。美浜
キャンパスで行われた県人顔合わせ会で
は早速新入生同士のつながりができてい

くなど岐阜出身者の人の温かさを感じら
れます。出身市で見ると、人口が多い岐
阜市が最も多いですが、次いで多い市が
高山市。遠方ですが多くの学生が本学へ

学びに来ています。キャンパス別では、
美浜キャンパスが最多ですが、東海キャ
ンパスでも学園祭に向けて岐阜県人会が
動き出しており今後の動きに注目です。

岐阜出身学生市町村別数 キャンパス別学生割合

東海
81名

19.6％

美浜
277名
66.9％

半田
56名

13.5％
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『松山詩歩さん』
社会福祉学部

3年生
郡上市出身
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岐阜県で活躍する卒業生！

発行：日本福祉大学全学教育センター
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「高山市古い町並みの藤」 撮影｜星野宏

文部科学省平成28年度「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業」

子ども家庭支援センター「麦の穂」訪問

岐阜県の児童福祉支援やスクールソー
シャルワーカーについてお話を伺うため、
岐阜県中津川市にある子ども家庭支援セ
ンター「麦の穂」で相談員をされている
本学卒業生の大先輩、石田公一さんを訪
問しました。岐阜県福祉職員として長年
県内の児童相談所等で子どもたちの支援
に力を注がれてきた石田さん。現在は相
談員として、子どもたちを支えながら、
東濃地域のスーパーバイザーも務められ
ています。岐阜県の児童支援の実情や課
題を、現場の声として伺うことができ、
実際の仕事内容や職種連携の状況が大変
よくわかりました。福祉の仕事をめざす
学生にメッセージをいただきました。

「学生は“ガッツ”が大切。大学の実習だ
けでなく、自分から自主的に実習でもか
ばん持ちでも積極的にお願いして動いて
いけば、受け入れてくれるところはたく
さんある。そこから得られることや学べ
ることは本当にたくさんある。だからど
んどん行動してほしいです。」

岐阜で活躍する卒業生取材完了しました！

平成29年1月から始まった岐阜県で活躍する卒業生の取材。
5月末ですべての取材が完了しました。職種は福祉関係、企業、
公務員など、地域は岐阜県5地域、14事業所計16名の先輩を訪
問。幅広い分野・地域で活躍する先輩から、仕事に対する想
いや地元で働く魅力を語っていただきました。共通して感じ
られたのは、岐阜県への愛情の強さ。そして、働き、生活す
る場所は異なっていても、日本福祉大学で学んできた“ふくし”
の想いは皆さん大切にされ、活かされていると感じられまし
た。一緒に取材に行った学生の皆さんにとっても、直接仕事
や地域の話を聴けたことは、今後の進路を考えるうえで、い
い経験になったのではないでしょうか。取材の内容は、ＣＯ
Ｃ＋公式ブログで公開しています。この夏には冊子として発
行も予定しておりますので、楽しみにお待ちください。ご協
力いただいた皆様、お忙しい中ありがとうございました。

岐阜県人会では、一緒に岐阜県
を盛り上げてくれる学生を募集
しています。登録いただくと
様々なイベント情報や、岐阜県
の情報を発信していきます。イ
ベントの参加だけ！企画運営を
していきたい！自由に活動に参
加いただけます。
登録はフォーム
または、以下ア
ドレスへご連絡
ください

gifuinfo@ml.n-fukushi.ac.jp



＜東海キャンパス＞キャリア指導室内
火・水・木曜日 10：00～18：00
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0562-39-3811
担当 ：就業支援コーディネータ：星野

＜美浜キャンパス＞全学教育センター内
月〜金曜日 9：30～17：30
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0569-87-2321
担当 ：就業支援コーディネータ：小西

岐阜での就職に関する情報が満載

『岐阜キャリア相談コーナー』

今後の企画情報！

Q地元の魅力は？

「岐阜は落ち着いて過ごせる程
よい田舎感です。のんびり流れ
る時間や雰囲気、人も穏やかで、
それが住みやすさや働きやすさ
にも繋がっていると思います。
岐阜県に住んでいた頃は、当た
り前のことで気付かなかったの
ですが、愛知県に来て生活して
みたことで岐阜県の魅力を改め
て感じることができました。」

Q大学生活はどうですか？

「美浜町の地域活動に参加して

います。入学して間もなく参加
した『きのこクラブ』をきっか
けに、人の縁が繋がり、美浜の
まちづくりイベントや地域活動
に参加しました。その経験も
あり、また恵那の地域再生にも
興味があったので、昨年のCOC
＋事業のサマースクールに参加
しました。この経験を地元で活
かしていきたいと思います。後
輩にもぜひ参加してほしい企画
です。また、今年の夏は、高山
で開催される農業体験、『ワー
キングホリデーin飛騨高山』に

1週間参加する予定です。新し
い体験や地域の方との交流など、
行くからにはしっかり楽しんで
こようと思います。」

Q将来の夢は？

「地元岐阜県で、高校生の時か
らの夢である特別支援学校教員
を目指して頑張っています！
大学で学んだことや経験した
ことを活かして
岐阜県に貢献し
たいと思ってい
ます。」

キラッと光る企業見学バスツアー

岐阜県内の各地域をバスで訪問する企業
見学会が今年も開催されます。第1段は
中濃圏域から郡上市。観光牧場「牧歌の
里」を運営・管理する株式会社牧歌の里
コーポレーションと、自社ブランドで世
界に発信するメタル製造メーカー株式会
社ミサト工業。そして第2段は飛騨圏域
から高山市。百のおもてなしを提供する
旅館、本陣平野屋と、地域住民の冷蔵庫
を担う株式会社ファミリーストアさとう。
日常の生活では触れることのできない企
業見学会は、学びや気づきが多く、全て
の学生におすすめのプログラムです。
【郡上企業見学会】◆日程｜平成29年6
月24日[土]◆時間｜9:00～17:00(予定)◆
集合｜JR岐阜駅【高山企業見学会】◆日
程｜平成29年7月8日[土]◆時間｜9:00～
18:00(予定)◆集合｜JR岐阜駅◆参加に
ついては、申込フォームまたは、以下事
項を岐阜相談コーナーへメールで送付お
願いします。[学籍番号、氏名、学年、
電話番号、メールアドレス、バス乗降車
希望場所（JR岐阜駅または岐阜大学）]

岐阜県就職活動説明会

地元就職を考えた時、大手ナビサイトの
利用や大規模合同説明会など、一般的な
就職活動だけでは、自分が求める相手に
出会える可能性が 低くなります。しか
し、地元にはみなさんを必要としている
優良企業、法人が沢山ある！そこを知ら
ずに就職を決めるのはもったいない！！
そこで、岐阜県への就職するために、何
をどう進めたらいいのか、どのように情
報を入手するのか、その「コツ」を伝え
ます。美浜キャンパスでは、第2部で岐
阜県社会福祉協議会の職員様に岐阜県の
福祉の現状についてお話しいただきます。
【東海キャンパス】◆日程｜平成29年6
月29日[木]◆時間｜13:30～14:30◆場所
｜S306教室【美浜キャンパス】◆日程
｜平成29年7月27日[木]◆時間｜第1部
13:30～14:30 第2部14:40～15:40◆場
所｜研究本館5階大会議室◆参加につい
ては、申込フォームまたは、以下事項を
岐阜相談コーナーへメールで送付お願い
します。[学籍番号、氏名、学年、電話
番号、メールアドレス]

サマースクールin西濃

COC+参加5大学の学生が一堂に会して
地域政策を考える企画、サマースクール
が今年も開催されます。今回テーマは
『岐阜県西濃圏域をプロデュース』
2泊3日かけて、実際に西濃圏域に泊まり
込み、地域資源を自分たちの目で見て、
触れながら、人を呼び込む地域政策を
考え提案します。昨年も多くの学生が
この企画に参加し、学びと成長を得てい
ます。宿泊施設の都合上、申込定員に
限りがありますので、参加を考えている
学生は、早めの申し込みをお勧めします。
◆日程｜平成29年9月5日～7日（2泊3
日）◆場所｜岐阜県西濃圏域◆申込方法
など詳細はチラシをご覧ください。

『野口航暉さん』
子ども発達学部

3年生
岐阜市出身

【郡上申込フォーム】【高山申込フォーム】 【申込フォーム】

gifuinfo@ml.n-fukushi.ac.jp

【サマースクールチラシ】
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夏はイベント満載！
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場所：日本福祉大学東海キャンパス2Fキャリア指導室内
✉gifuinfo@ml.n-fukushi.ac.jp ☎0562-39-3811 担当：星野

「揖斐川町上ヶ流 天空の茶畑」 撮影｜星野宏

文部科学省平成28年度「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業」

サマースクールin西濃

COC+参加5大学の学生が一堂に会し
て地域政策を考えるサマースクールが今
年も開催されます。テーマは『岐阜県西
濃圏域をプロデュース』。大垣市、養老
町、揖斐川町の地域資源を自分たちの目
で見て触れ、地域で働く方、生活する方
と話をし、課題を発見して人を呼び込む
滞在プランを提案します。昨年は東濃地
区で開催されましたが多くの学生がこの
企画に参加し、学びと成長を得ています。
宿泊施設の都合上、申込定員に限りがあ
りますので、参加を考えている学生は、
早めの申し込みをお勧めします。◆日程
｜平成29年9月5日～7日（2泊3日）◆場
所｜岐阜県西濃圏域◆参加費｜9,000円
(2泊3日の宿泊食事代込み)◆現地へは、
名古屋市内等からバスで移動します。申
込方法など詳細はチラシをご覧ください。

多職種連携現場体験会

地域で期待される多職種連携を、現場
で実例を通じ体験的に学ぶ企画です。本
学の卒業生が活躍している岐阜県総合医
療センターに企画段階から全面協力をい
ただき、当日は施設見学と現場の職員様
にも参加いただきます。本学から学部を
超えて学生が集まり、それぞれの立場か
ら何ができるのかを考え、互いの職種を
理解しながら一緒に学びを深めます。
まだ、多職種連携について詳しくわから
ない方も安心して参加いただけます。
ソーシャルワーカー（MSW、PSW）を
目指す学生、看護師を目指す学生、保育
士を目指す学生、そして、行政の福祉職
を目指す方など、将来現場で多職種連携
が求められる可能性がある方はぜひ体験
してみましょう。◆日程｜平成29年8月
9日[水]◆時間｜13:
00〜16:30◆場所｜
岐阜県総合医療セン
ター◆定員｜20名※
当日は各キャンパス
とJR岐阜駅からバス
が出ます。

岐阜県就職活動説明会

地元就職を考えた時、大手ナビサイト
の利用や大規模合同説明会だけでは、自
分が求める法人に出会える可能性が低く
なります。この講座では、地元優良企
業・法人との出会い方や岐阜県社会福祉
協議会の職員様から、福祉の現状をお話
しいただきます。自由に質問できる時間
もありますので、この機会を活用して、
地元で働くことへの不安を解消しましょ
う。◆日程｜平成
29年7月27日[木]
◆時間｜13:30〜
15:40◆場所｜美
浜キャンパス研究
本館5階大会議室

岐阜県人ケイちゃん試食交流会

岐阜県人会では、美浜キャンパスの学
園祭で岐阜の名物「ケイちゃん」を売る
模擬店を出店します！そこで、事前に皆
さんで試食会をして当日のメニューや価
格などを決めたいと思います。美味しい
ケイちゃんを食べながら、楽しく交流を
しませんか？学園祭の模擬店に関わりた
い方、岐阜県人と交流をしたい方、ケイ

【チラシ】 【申込フォーム】【申込フォーム】

【申込フォーム】

ちゃんを食べたい
方はご参加くださ
い！◆日程｜平成
29年7月20日[木]◆
時間｜12:30〜◆場
所｜Cラボ美浜◆参
加費｜無料 【申込フォーム】



＜東海キャンパス＞キャリア指導室内
火・水・木曜日 10：00～18：00
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0562-39-3811
担当 ：就業支援コーディネータ：星野

＜美浜キャンパス＞全学教育センター内
月〜金曜日 9：30～17：30
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0569-87-2321
担当 ：就業支援コーディネータ：小西

岐阜での就職に関する情報が満載

『岐阜キャリア相談コーナー』

イベントの開催報告

Q地元の魅力は？

「田舎です。ほんとうに田舎で
す。それと、うなぎがおいしい
ところも魅力で、街中に有名店
がいくつかあります。毎年最低
1回はそのお店にうなぎを食べ
に行っています。」

Q好きなことは？

「映画をみることが好きです。
昨年は映画館も良くいきました。
『君の名は』は面白かったです。
地元の岐阜県が舞台になってい
ることもありおすすめです。」

Q大学生活はどうですか？

「水泳に力を入れています。中
学校の1年生で始めた水泳です
が、高校時代は水泳部がなく、
地域のクラブチームで練習して
いました。マレーシアで開催さ
れたアジアユース大会、100ｍ
自由形で銀メダルを取れたこと
はうれしかったです。毎日練習
が厳しかったのでむくわれまし
た。その大会が終わってからは
400ｍに力を入れるようになり、
昨年のジャパンパラリンピック
400ｍ自由形で優勝することが

できました。水泳をやっていて、
自己ベストのタイムが出た時は
やりがいを感じます。なので、
今年の目標は、大会の連覇と自
己ベスト更新をめざしてがんば
ります。」

Q将来の夢は？

「2020年の東京パラリンピック
出場です。出るからにはメダル
も取りたいです。それと、まだ
行ったことがない北海道にぜひ
行ってみた
いです。」

郡上市企業見学会開催

平成29年6月24日[土]にCOC+企業見
学会が開催されました。今年最初の見学
先は岐阜県郡上市。郡上を代表する観光
企業とグッドデザイン賞受賞製造メー
カーの2社を訪問しました。1社目は今年
で開園23年を迎え、郡上の観光産業を中

心になって盛り立てている株式会社牧歌
コーポレーション。来場者に四季を通じ
て自然を感じてもらえることを大切にさ
れ、様々な企画、工夫をどんどん形にさ
れた結果、年間25万人の観光客が訪れる
農園テーマパークになっています。 2社
目は、自動車部品の製造で培ったメタル
加工の技術に、新しいアイデアを形にし
成長を続けている株式会社ミサト工業。
地域の人々が働く場所を作りたいという
社長の想いのもと、リーマンショック後
の危機も社員一丸となって乗り越え、新
事業、新商品の開発にも積極的に取り組
まれてきた結果、当時の倍の売上を達成
するまでになられています。

[参加学生の感想]
◇普段知り得ない企業の活動についての
話を聞くことができ、今後の活動に活か
せそうです◇少人数だったから、しっか
り聞きたいことを聞けました◇地域で働
く方がどのような思考、楽しみを持って
働いているかがわかりました。

gifuinfo@ml.n-fukushi.ac.jp

岐阜県で働く卒業生の声！
地元で働くことを考えてみよう

岐阜県で活躍する卒業生を紹介する冊
子のインタビューと合わせて、今回お話
を伺えなかった卒業生にもアンケートの
協力をおねがいし、たくさんの声をいた
だくことができました。冊子に掲載する
前に、COC+通信でその一部を紹介いた
します。地元で就職した先輩たちが、ど
んなことを考えて、どんなことを感じて
いるのかを参考にしながら、これから自
分がどう働いていくかを考えるきっかけ
にしてみましょう。

【良かったこと】
• 知らなかった地元の事が知れたこと。
• お世話になった方、育ててもらった地
元へ恩返しができること。

• 大学OBのつながり、人脈を仕事に活
かせる。

• 支えてくれる家族や仲間が近くにいる。
• 自分の働きによって、まちが作られて
いくという充実感がある。

• 地域の人が親しみを持って接してくれ
る。共通の話ができる。

【悪かったこと】
• 特に感じていないし、ありません！
• 移動手段が少ないところ。
• 良くも悪くも仕事とプライベートの距
離が近いこと。

• 賃金が都市部に負けてしまう。
• 知り合いのネットワークが良い意味で
も、悪い意味でも広がる。

• 職場が近すぎる。
• お客様が知り合いだとやりにくい。
• 他の地域の事を知る機会が少ない。

岐阜県の現職場で働いて感じること

『後藤陸斗さん』
経済学部

2年生
関市出身
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日本福祉大学生が地域で活躍！
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「夏の長良川河畔」 撮影｜星野宏

文部科学省平成28年度「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業」

こだわりお野菜マルシェに参加

平成29年8月5,6日の2日間、特定非営利活動法人まちづくりス
ポット主催「こだわりお野菜マルシェ」が高山市で開催され、
日本福祉大学の学生7名がスタッフとして参加しました。この
企画は、生産者と消費者、生産者と生産者、若者と飛騨地域、
この3つの“つなげる”をテーマに開催。生産者の方がこだわり
を持って作った農作物などを自ら直接販売するイベントです。
学生たちは、それぞれのブースで生産者さんの想いに直接触
れながら、来場されたお客様にその想いを一緒に伝えました。
積極的に仕事のこだわりや想いを学び、応対をする学生の姿
に、生産者の方々からはたくさんのお褒めの言葉をいただき、
中にはスカウトがくるほど。学生たちもこだわりを持って働
く大人との交流からたくさん刺激を受け、ひとまわり大きく
なった印象です。当日の状況や学生たちの学びの声は、COC+
のブログで公開しております。ぜひそちらもご覧ください。

岐阜県就職説明会開催

平成29年7月27日[木]に美浜キャンパス
で岐阜県就職説明会を開催しました。大
手ナビサイト利用や大規模合同説明会参
加など、一般的な就職活動では出会うこ
とができない地元優良企業・法人と出会

うにはどうしたらいいかをこれまでの卒
業生の事例から学びました。また、今年
度地元法人に内定が決まった4年生にも
登壇してもらい、就職活動の様子を語っ
ていただきました。第2部では、岐阜県
社会福祉協議会の職員様から、岐阜県の
福祉の現状をお話いただきました。盛り
たくさんの情報をわかりやすくお伝えい
ただき、参加した方の就職活動への不安
はみなさん軽減されていたようです。

[参加学生の感想]

◇岐阜県で就職をするメリットについて
知ることができてよかったです。◇自分

の将来を考えるうえで非常に参考になり
ました。◇先輩からの仕事内容よりも自
分の生活を重視して職場を選ぶという方
法もOKだということを聞き、今まで考
えたことのない視点で新鮮でした。



看護学部生向け病院見学会

平成29年8月23日[水]に看護学部生向け
の病院見学会を開催します。今回見学に
行く病院は、多職種連携体験でもご協力
いただいている岐阜県総合医療センター。
県内唯一の総合周産期母子医療センター
であり、今年度はこども病院の仲間入り
も果たされるなど小児医療分野には力も
実績も兼ね備えている病院です。その現
場をる事ができる貴重な機会。働く先輩
看護師との意見交換会も行われます。

岐阜オレンジリボンたすきリレー

子どもの虐待防止のシンボルであるオレ
ンジリボン。岐阜県では、虐待防止の啓
発活動として岐阜オレンジリボンたすき
リレーを開催しています。岐阜県内を長
良川、木曽川、揖斐川など4コースに別
れ、チームで一緒に走り、次のチームに
たすきをつないでいきます。日本福祉大
学で、長良川コースの1区間を担当する
ことになりました。一緒に児童虐待防止
運動に参加しませんか？

地元合同企業説明会

岐阜県中小企業総合人材確保センターが
主催する岐阜県内の地区ごとで開催され
る合同企業説明会。8月開催の地域は岐
阜地区です。県内の優良事業所約30社が
参加し、各ブースで企業担当者と面談が
可能です。2018年卒で岐阜県内への就
職を考えている方は、参加必須のイベン
ト。今後は9月に西濃、10月に中濃、11
月に東濃と開催が続きます。◆日程｜平
成29年8月17日[木]◆時間13:00〜16:00
◆場所｜じゅうろ
くプラザ岐阜市文
化産業交流センタ
ー◆問い合せ｜岐
阜県中小企業総合
人材確保センター

◆日程｜平成29年
8月23日[水]◆時間
｜14：00～16：00
※東海キャンパス
JR岐阜駅からバス
を運行予定です。

【申込フォーム】 【申込フォーム】 【詳細サイト】

大学祭に向けて、県人交流会を開催

平成29年7月20日[木]に美浜キャンパス
で岐阜県人会を行いました。今回で4回
目になる岐阜県人会。岐阜県の名物「ケ
イちゃん」を作りながら交流を深めまし
た。試食会ともあって、参加者はこれま
での交流会で一番多く、また、岐阜県総
合医療センターで働く卒業生の中村様も
お越しいただき、ケイちゃんや岐阜県に
ついてお話いただきました。岐阜県人会

では、美浜キャンパスの学園祭でケイ
ちゃんを販売する模擬店を出店します。
その模擬店を一緒に運営してくれる仲間
を募集中。美味しい
ケイちゃんで岐阜県
を広めながら、岐阜
県人の輪を広げませ
んか？申し込みは右
フォームから！

＜東海キャンパス＞キャリア指導室内
火・水・木曜日 10：00～18：00
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0562-39-3811
担当 ：就業支援コーディネータ：星野

＜美浜キャンパス＞全学教育センター内
月〜金曜日 9：30～17：30
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0569-87-2321
担当 ：就業支援コーディネータ：小西

岐阜での就職に関する情報が満載

『岐阜キャリア相談コーナー』

イベントの開催報告

gifuinfo@ml.n-fukushi.ac.jp

参加者募集中のイベント

岐阜県人会では、今後、一緒に
岐阜県を盛り上げてくれる学生
を募集しています。登録いただ
くとメーリングリストに様々な
イベント情報や、岐阜県の情報
を発信していきます。イベント
の参加だけでも大歓迎。企画運
営をしていきたい学生も大歓迎。
自由に活動に参加いただけます。

【岐阜県人会申込フォーム】

【学祭スタッフ申込】

◆日程｜平成29年
10月20日[日]◆場
所｜長良公園から
岐阜公園までの区
間を予定。※レー
スではありません。
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最前線の医療現場をこの夏に体感！

発行：日本福祉大学全学教育センター
場所：日本福祉大学東海キャンパス2Fキャリア指導室内
✉gifuinfo@ml.n-fukushi.ac.jp ☎0562-39-3811 担当：星野・小西

「飛騨高山の夏野菜」 撮影｜星野宏

文部科学省平成28年度「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業」

地域で期待される専門職連携を体験

平成29年8月9日[水]、地方独立行政法人岐阜県総合医療セン
ターと共催で、医療福祉における多職種連携の現場体験会が
開催されました。社会福祉学部、子ども発達学部、看護学部
の学生が一堂に会して、岐阜県総合医療センターで支援をし
た事例を基にケースカンファレンスを体験しました。学生た
ちは支援の難しさに戸惑ながらも、専門の職員の方の助言を
受けながら、それぞれが目指す職の立場から意見を出し合い、
最終的にどのグループもそれぞれ異なった独自の支援方針を
発表することができました。参加した学生からは、体験的に
学べたことで、多職種で連携することの意味や大切さを実感
できたとの声が多く寄せられました。当日の様子は、COC+通
信Webで多くの写真とともに、より詳しく紹介しています。
ぜひ、そちらもご覧ください。

看護学部生向け病院見学会を開催

平成29年8月23日[水]に、地方独立行政
法人岐阜県総合医療センターで、看護学
部生向けの現場見学会が開催されました。
病院の概要説明を受けた後、ドクターヘ
リが発着できるヘリポートやNICU（新
生児特定集中治療室）を見学しました。
その後は少人数のグループに別れ、看護

師に同行して病棟を見学。センターが取
り組むPNS（※１）の取り組み等、医療
現場における看護職についての理解を深
めることができました。見学後は、お茶
やお菓子を囲みながら、先輩との交流会。
リラックスした雰囲気の中、先輩との距
離も縮まり、質問も活発に行われました。
今回の見学会は中部学院大学の学生も参
加し、ともに学びを深めました。
※１ PNS：パートナーシップ・ナーシング・シ
ステムの略

[参加学生の感想]

◇現場の雰囲気がとてもよく、このよう
な先輩方と働いてみたい気持ちになりま
した。◇看護師職について、また、見学

先の病院の特徴について多くのことを知
ることができました。◇先輩方と話をす
ることが職場を考えていく上で大きいこ
とだと感じました。◇ネットや資料だけ
の情報でなく、実際に体験して見学する
ことができたので良かったです。交流会
も話しやすく聞きたいことが聞けました。



ひだのふくし現場1日見学交流会

平成29年11月23日[木]に、社会福祉法人
飛騨慈光会で、地域を支える多分野の福
祉現場を1日で学ぶ見学交流会を行いま
す。飛騨慈光会は、母子、児童、障がい
者支援の施設を見学し、そこで働く職員
様と自由に話す交流会を予定しています。

各分野に関心がある学生はもちろんです
が、他の分野も見てみたい方や、「ふく
し」そのものについて考えて見たい方な
ど、どんな方にも参加いただけるプログ
ラムです。また、昼食時に飛騨高山市内
の散策も予定。当日は、美浜キャンパス
とJR岐阜駅からバスで移動します。定員
に限りがあり、先着順のため関心がある

観光地域づくり人材育成プログラム

平成29年8月5日から30日、高山市のひ
だホテルプラザで名古屋学院大学主催の
長期インターンが行われ、国際福祉開発
学部の崔炯根さんと大原健太郎さんが参
加しました。お客様と接するフロントや
宴会対応からルームメイクなどのバック
ヤードまで、ホテルの仕事を1ヶ月で体
験。さらに高山に訪れる観光客が、どの
ような観光を行っているかの調査にも取
り組みました。 最終の発表会では、学
生ならではの視線でどうしたらもっとお
客様が過ごしやすくなるか、どうしたら
ホテルの従業員さんが働きやすくなるの
かを提案。受け入れ先のホテルからは、
「1ヶ月、インターン生ではなく、一社
員としての意識を持って取り組んでもら
えた。発表は、お客様を大切にする視点
で提案がなされている」と、評価を受け
ることができました。

COC+多治見プロジェクト

平成29年8月24・25日、名古屋学院大学
主催の多治見プロジェクトが行われ、社
会福祉学部の宇井真輔さんが参加しまし
た。今回のプロジェクトのテーマは、
「観光」と「まちづくり」。オリベスト
リートやモザイクタイルミュージアムな
ど、多治見市の観光資源を自分たちの目
で見て回り、直接声を聞いて、これから
の多治見市の観光まちづくりについて学
生の視点で考えて発表しました。

[参加学生の感想]

大学の講義では知識を得ることしかでき
ず、まちづくりについて実感がきません
でした。このプロジェクトに参加して、
実際に街を歩き、その街の良いところや、
悪いところをみつけ、まちづくりにどう
活かすか考えられたことで、視点を広げ
ることができました。 宇井

ワーキングホリデーin飛騨高山

平成29年8月から、高山市の農家で農業
体験を行う「ワーキングホリデーin飛騨
高山」が行われており、日本福祉大学か
ら4名の学生が参加しています。この企
画では、全国から集まった学生が飛騨地
域のシェアハウスで1週間生活をしなが
ら、トマトの収穫などの農作業を体験し
ます。農作業後の時間や、休みの日には
地元の若者との交流会や夏祭りなどもあ
り盛りだくさん。地域とのつながりや学
び得られます。

[参加学生の感想]

二度目の参加で、去年と同じ農家さんへ
行きました。去年は農業を知らなかった
のであまり踏み込んだことを聞く度胸が
なかったのですが、今年は「想い」の部
分を聞くことができて良かった です。

国際福祉開発学部 町野

＜東海キャンパス＞キャリア指導室内
火・水・木曜日 10：00～18：00
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0562-39-3811
担当 ：就業支援コーディネータ：星野

＜美浜キャンパス＞全学教育センター内
月〜金曜日 9：30～17：30
[キャンパス閉鎖期間除く]
電話 ： 0569-87-2321
担当 ：就業支援コーディネータ：小西

岐阜での就職に関する情報が満載

『岐阜キャリア相談コーナー』

実践インターンの開催報告

gifuinfo@ml.n-fukushi.ac.jp

参加者募集中のイベント

【申込フォーム】

はじめました。
友だち募集中。
岐阜県での学びや就職に役立つ
さまざまな情報をいち早く配信！
ぜひ友だち登録してくださいね

方は早めにお申し込
みください。◆日程
｜平成29年11月23日
[木]◆出発時間｜美浜
8:00、岐阜駅9:30◆申
込は右記フォームから
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